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病 気 の 話  「 脳 梗 塞 治 療 の 最 前 線 ！ 」 

医療法人社団三喜会
さ ん き か い

 横 浜 新 緑 総 合 病 院  
よ こ は ま し ん み ど り そ う ご う び ょ う い ん
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確かな医療技術 

やさしい対応 

地域への貢献 

病院の理念 

新 緑 ニ ュ ー ス 
し ん みどり 

《脳神経センター》  脳神経外科部長 小菊 実   

   

 着任ご挨拶 内科  岡田 千穂 （おかだ ちほ）   

＜脳梗塞治療と後遺症＞ 

 脳卒中3兄弟（脳梗塞・脳出血・くも膜下出血）の中で

7割を占める脳梗塞。これをお読みの皆様も脳卒中といえ

ば、すぐに思い浮かべる病名でしょう。 

 さて、この脳梗塞治療はここ数年で劇的な変革を遂げまし

た。救急車で搬送された時には昏睡に近い方でも、数時間

後には話し出す、手足が動き出すなど治療に成功すると 

後遺症を劇的に減らせる可能性があります。 

 その治療とは、『経皮（けいひ）的脳血栓回収術』です。 

 ちょっと長い名前ですが、 

⇒ 経皮的＝カテーテル治療 

⇒ 脳血栓＝原因の血栓 

⇒ 回収術＝摘出する 

 という意味です。 

＜脳梗塞の最新治療＞ 

 今までは詰まった血管を再開通させるには、t-PA療法とい

われる、詰まった血栓を溶かす薬物治療しか方法がなかった

のですが、重症な脳梗塞には血栓が溶ける確率が低いこと

が分かってきました。 

 そこで登場したのが、直接脳の血管までカテーテルを入れて

血栓を物理的に摘出する血管内治療です。 

 まだ日本で始められたばかりであり、この治療を24時間常

にキチンと実施できる体制をとっている救急病院は意外と少

ないのも事実です。この治療は一分一秒を争うべき超緊急

治療ですから、脳外科医だけでは安全に実施できません。 

            ＜血栓回収術例＞ 

  

 

 

  

 

＜24時間365日 安全に実施可能な体制＞ 

 当院では24時間365日、常に血栓回収術が安全に 

実施可能な体制で脳卒中治療にかかわる全スタッフと横断

的にチームを組み、脳梗塞の患者様の後遺症が軽く済む 

ように日々努力をしています。 

 さて、この治療も脳梗塞の発症からいかに

早く病院に到着するかが成績を左右します。 

 急に麻痺・言語障害・意識障害が出現した際には、「少し

休めば治るかな・・・」ではなく、すぐに救急車を呼んで「新緑

（しんみどり）へ運んでください 」と一言伝えてください。 

 当院の脳神経センターは脳卒中ホットラインにて救急隊と

当院脳外科医が直接会話できるシステムを構築し、地域の

皆様の脳を守るべく日夜努力しています。 

 

 7月より勤務することになりました 岡田 千穂と申します。糖尿病を専門に診療をさせていただきます。  

 現代、糖尿病は誰もがなる可能性がある病気です。一度診断がついてしまうとずっと付き合っていかな

ければなりませんが、適切な治療を行えば大きな合併症なく生涯を過ごすことも十分できます。 

 様々な新しい薬が発売されており治療の選択肢も広がっていますが、どの治療が最適かはやはり個人

によって違います。患者さん一人一人の生活や考え方により添った治療をご相談させていただきますので

宜しくお願いいたします。    資格： 日本内科学会認定内科医、日本糖尿病学会専門医 

治療後→ 



  平成２９年    みんなの健康講座       主催：横浜新緑総合病院   ※参加費無料  

ICT 感染管理認定看護師 看護部科長 西澤 教正  

 病院には、感染症にかかっている方と抵抗力が低く感染症にかかりやすい方が同じ建物の中にいらっしゃいます。そのような

環境の中で感染が起きないよう予防し、発生をできるだけ早く発見し、また感染が起きたとしても拡げないよう迅速に対応す

るために、当院では『感染対策チーム（ＩＣＴ）』が活動しています。 

 ICTとはインフェクションコントロールチームの略です。医師・臨床検査技師・看護師・薬剤師の４職種で構成されています。 

具体的な活動として、週１回 ＩＣＴ会議を開催し、院内の感染症の発生状況や感染対策を話し合い、環境ラウンドや 

抗菌薬適正使用ラウンドを実施しています。また定期的に職員に対する感染指導を行い、インフルエンザのような突発的な

感染症の発生時には院内の最前線でその対策にあたっています。 

 今後とも感染症の治療から耐性菌対策まで院内の感染対策全般にわたり活動を実施し、当院に来られるすべての方に

安心していただけるよう取り組みを進めていきたいと思います。 

  感染対策チーム（ICT）  ～患者さま、ご家族さま、職員、来院するすべての方を感染から守るために～ 

ＩＣＴラウンド 

今年も「ふれあいバザー」を開催します！ 

日 時：９月１０日（日）10時30分～13時   場 所：当院 駐車場 

バザー：掘出し物をたくさんご用意しています！    ※ エコバックをご持参下さい 

ゲスト：お笑いものまねコンビ NOモーション。  

          ものまねを活かした漫才やアニメのコントをお楽しみください！    《ショータイム》  11:30～12:00   

メニュー：焼きそば・カレーライス・たこ焼・焼鳥・から揚げ・フライドポテト・かき氷・生ビール・お茶・ジュース 

協 賛：横浜みどりライオンズクラブの皆さん  朝採り野菜・おいしい和菓子など お楽しみに！ 

     ※ 当日は エコキャップ運動（ペットボトルキャップ収集）を行います。ご協力よろしくお願いします。  

  当院の詳細はホームページをご覧ください  http://www.shinmidori.com/    ＱＲコード→ 

 平成２９年９月９日（土）講師 横浜新緑総合病院 遠藤 純男 副院長（日本脳神経外科学会専門医 ） 

  「脳動脈瘤が見つかったらあなたならどうしますか？」 「顔面けいれんのボトックス治療ってなぁーに！！」  

会場 十日市場地区センター  ２階中会議室 （十日市場駅より徒歩５分）  

時間  １時30分～２時３０分 お問合せ  地域医療連携室  045-984-6216（直）045-984-2400 （代）  

平成29年10月7日(土) 午前10時～11時30分 みんなの健康講座 in みどりアートパーク開催 

平成29年10月21日(土) シリーズ糖尿病第22回 「今日から実践！！運動で防ごう生活習慣病」 

 9月  5日（火） 糖尿病の基礎知識 糖尿病専門医 

 9月12日（火） 食事療法について 管理栄養士 

 9月19日（火） 薬物療法について 薬剤師 

 9月26日（火） 生活上の注意点 / 運動療法 看護師 / 理学療法士 

 糖尿病教室 開催案内     

感染対策チーム 

時間       15:00～16:00 

場所       当院３階 職員食堂  

受講料     無料 

お問合せ   045-984-2400（代） 


